５・６年　体ほぐしの運動　　　　　　　　

１．学習のねらい

・運動を通して自分や仲間の体の状態に気づくことができるようにする。　　　（体への気づき）
・手軽な運動や律動的な運動を通して身のこなしや体の調子を整えることができるようにする。

（体の調整）
・運動を通して仲間と豊かに関わる楽しさを体験したり，仲間のよさを認め合ったりできるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（仲間との交流）
２．学習の進め方
  「体ほぐしの運動」は，運動そのものを体験的な学習として展開することが求められるので，課題を多くしたり，めあて学習のようなみちすじをとったりする必要はなく，いろいろな運動をまず「やってみる」ことが大切である。
①やってみる段階　　　　　　　　　仲間と一緒に運動できる楽しさをじっくりと体験する。
②もっと楽しくやってみる段階　　　活動を考えたり，応用したりする楽しさを体験する。

３．学習計画　

（単独の単元として構成した場合）　　　　　　　　　　（他の領域と並行して構成した場合）
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（４５分×３）　　　　　　　　　　　　　　　（１５分×９）

４．１時間の使い方（単独の単元として構成した場合）

①活動人数に着目した例

　　　　　０　　　５　　　　　　　２０　　　　　　　３０　　　　　　　４０　　　４５　　　　　

	はじめ
	全員で行う
	ペアで行う
	グループで行う
	まとめ


　　　　　　
②活動の質・量に着目した例

　　　　　０　　　５　　　　　　　２０　　　　　　　３０　　　　　　　４０　　　４５

	はじめ
	やや活動的
	静的
	かなり活動的
	まとめ


　　　　　
５．学習の場

・音楽をかけて楽しい雰囲気をつくる。

・運動に応じた安全な場で行う。

・場に応じた運動を行う。（体育館，多目的ホール，運動場）
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６．準備物

・ＣＤプレイヤー

・運動に必要な用具を必要数（ボール・風船・新聞紙など）

7． 単元に入る前の準備

・「体ほぐしの運動」のアンケート（５年生の指導計画参照）をとり，結果を参考に，運動を選んでおく。

・場の安全を確認しておく。

・活動に応じた音楽を用意しておく。

８．「はじめ」の時間の指導

　　①単元計画を知らせる。

　　　「今日から体ほぐしの運動の学習を３時間します。」

　　②どんなスポーツか知らせる。

　　　「体を動かす楽しさや心地よさを味わうことによって，自分や仲間の体の状態に気付き，体の調子を整えたり，仲間と交流したりする運動です。」
　　　「運動の得意，不得意に関係なく，だれでも楽しめる運動です。」

９．「なか」の時間の指導

①円形コミュニケーション
「クラス全員で輪になって，運動を楽しみましょう。」

②ストレッチやリラクゼーション

「二人組になって，無理をしない程度に運動し，自分や相手の体の状態を知ろう。」
　　③小グループでの運動
　　　「小グループで，仲間と気持ちを合わせて運動を楽しみましょう。」

※教師も一緒になって運動をして，楽しむようにする。

※よい動きやより運動を楽しんでいる子どもを全体に紹介する。

１０．「まとめ」の時間の指導

　　①「体ほぐしの運動」をやってみて，楽しかったことや仲間とのかかわり，さらに自分や仲間の体について，気付いたことを発表し合う。

　　②仲間とかかわり合い，運動することの楽しさや心地よさがすばらしいものであることをおさえる。

　　③「体ほぐしの運動」の学習を振り返り，学習カード（６年生の指導計画参照）に書く。

１１．参考資料

　　・ＣＤ－ＲＯＭ

　　・体育実技講座冊子

　　・Ｗｅｂページ（「京都市小学校体育研究会」で検索してください。）
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